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【申請地域名】兵庫県南あわじ（みなみあわじ）地域

【申請地域名】兵庫県丹波篠山（たんばささやま）地域

（詳しくは）

世界農業遺産は、世界において重要かつ伝統的な農林水産業を営む地域を認定する制度
であり、各国政府（日本では農林水産省）の承認を得て、国連食糧農業機関(FAO)が認定
します。また、日本農業遺産は、我が国において将来に受け継がれるべき伝統的な農林水
産業システムを有する地域を認定する制度であり、農林水産大臣が認定します。
この度、農林水産省は、令和3年1月27日（水）に行った世界農業遺産等専門家会議の

評価結果を踏まえ、世界農業遺産への認定申請に係る承認及び日本農業遺産
の認定を行う地域を決定しました。

令和2年度日本農業遺産の認定を行う地域の決定について

＜日本農業遺産の認定を行う地域＞

【地域の概要】水不足を克服するため、ムラでの話し合いに
より、一部の農地に導水しない「犠牲田」を設けて畑作を行
い、300年前から黒大豆栽培が行われてきた過程で「乾田高
畝栽培技術」や選抜育種による優良品種子生産方式を確立し、
黒大豆の主要産地として発展してきた。

【システムの名称】
丹波篠山の黒大豆栽培～ムラが支える優良種子と家族農業～

【システムの名称】
南あわじにおける水稲・たまねぎ・畜産の生産循環システム

【地域の概要】島嶼特有の限られた農地と水資源を最大限活
用し、水稲とたまねぎの二毛作や畜産と連携した農業を営み、
品質の高いたまねぎ生産と、産地商人による独自の出荷体制
により、ブランドを形成。たまねぎ小屋や長屋門が点在する
特徴的なランドスケープも形成。

兵庫県からは、以下の2地域が日本農業遺産に認定されました。

兵庫県拠点が、昨年7月21日に棚田地域振興法の説明に出向いた、旧口大屋村の宮垣棚田
（養父市）が、令和3年2月25日付で兵庫県内で初めて指定棚田地域に指定されました。

棚田地域振興法に基づく指定棚田地域に兵庫県内で初の指定

～指定棚田地域「口大屋村」棚田の名称「宮垣棚田」 （養父市） ～

指定棚田地域に指定されると農林水産省事業の補助率の嵩上げ（かさあげ）などの支援を
受けることができます。今後は、兵庫県棚田地域振興計画と整合を図りながら指定棚田地域
の振興のための体制や「指定棚田地域振興活動計画」策定及び申請が行われます。



－どのような作業や勉強をされていますか？－

その後、高校まで地元で過ごし、農業への想い
を継続して、県立農業大学校へ進学、有機農業に
関心を持ち卒業後、有機の里で知られる丹波市か
ら紹介を受け同農場で働くこととなりました。

〈株式会社丹波たかみ農場 荒田 夢芽さん〉

－就農したきっかけは？－

子どもの頃からの夢が（夢芽）職業に！

丹波市市島町の株式会社丹波たかみ農場で働き
始めて2年が経過する荒田 夢芽（あらた ゆめが）
さんにお話を伺いました。

－今後の目標や挑戦したいことは？－

尼崎市で生まれ育ち実家は、非農家であり農業
経験も全くなかったのですが、小学6年生の時に
課題で育てたトマトを家族がおいしいと喜んで食
べてくれたことが、農業に関心を持ち始めた原点
となりました。

農場では、高見康彦代表から土作りの基本や農業技
術全般について学びながら、有機米をはじめ有機野菜
のニンジン、黒豆等を中心に作業を行っています。

現在は地域の「丹波根っこの会（女性生産者）」、
「丹波大空の会（若手生産者）」、「丹波栗っこ会
（丹波栗生産者）」などにも積極的に参加し、先輩農
業者との情報交換等を行ってます。今後は果樹やアス
パラガスなど色々な作物の栽培に挑戦したいです。

当面は、一人で任せていただける作業が一つでも増
えていくことが目標ですが、地域との繋がりも大切に
しながら頑張っていきたいと思います。

J-GAP認証の取得など毎日が勉強中ですが、習得で
きることが増えてきました。地域の皆さんに温かく見
守って頂きながら、安心で安全な食べ物を作り、沢山
の人に食べてもらいたい想いを持ち続け、毎日頑張っ
ています。

（荒田さん と 高見代表）

（詳しくは、こちら）

近畿農政局は、これから輸出に取り組む担当者の方向け
に、優良事例などについて紹介する特設サイト「近畿輸出
事例１００」を開設しました。近畿管内の農林水産物・食
品の輸出についてご関心のある方は、ぜひご活用ください。

世界で稼ぐ 先例に学ぶ 特設サイト「近畿輸出事例１００」を開設

特徴１ 品目別・府県別などでカンタン検索。

特徴２ 管内の膨大な事例を一挙に収録。

インタビュー記事や活用した支援
策等がわかる事例、動画等も掲載



子どもの頃、八百屋を営んでいた祖母を見て、お客様に必要とされる商品を売らないとダメ
だと感じていました。野菜の栽培でも需要のあるものを探しだし、そこからカラースティック
ニンジンやバジリコ等、珍しい野菜を栽培するようになりました。

〈森農園 森 靖一さん〉

－フレッシュグループ設立の経過は？－

－販路はどうされていますか？－

それぞれの仲間が農園を営みつつ、個々では解決で
きない問題をグループとして助け合うことが必要と感
じ立ち上げました。農業は一人ではできませんし、み
んなで苦労を分かち合い、助け合うことが大事だと
思っています。

思いやりと助け合いで、理想の農業を求めて！

淡路市に移住し、農業者仲間と各農園の野菜を一括
して販売する「株式会社フレッシュグループ」を設立
し、自身も森農園として野菜を栽培されている森靖一
（もり せいいち）さんにお話を伺いました。

－珍しい野菜を栽培されていますが？－

飲食店・百貨店など多数の顧客の方と直接取引をさ
せていただいています。多くの方から声をかけて頂き
ありがたいです。
最近では、企業との野菜コラボを行ったり、イン

ターネットでの販売も手掛けています。
将来は、ニーズに沿う作物や加工品作りに挑戦して

海外への輸出もできればと思っています。

－今後の目標や地域での活動は？－

グループの仲間は、寡黙で黙々と仕事をするタイプ
が多く、それぞれの器にあったやり方で、コツコツと
事業を展開できれば思っています。

また、淡路市ICTクラブ協議会に参画し、小中学生
にプログラミングを教えています。簡単なセンサーを
作ってそのデータを飛ばす、これは農業にも応用可能
で、子ども達が自分の意思で歩いて通える学びの場作
りを通して地域の未来を育む活動も行っています。

農林水産省は、毎年約300件発生している農作業死亡事故を
減少させるため、全国の関係機関の協力の下、稲の春作業が行
われる3月から5月までを農作業安全対策の重点期間として、
「令和3年春の農作業安全確認運動」
を実施しています。

「令和3年春の農作業安全確認運動」の実施について

（詳しくは、こちら）

https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/



農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。
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地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

編集後記

宝塚北ＳＡでのFARMER’S MARKETで農業者を応援！

NEXCO西日本は、2月20～23日及び3月18～21日、
宝塚北SAで、兵庫県内の農産物を販売するFARMER'S 
MARKETを開催しました。

同社は地域とともに発展することを目指し、これまで
も各SAやPAにおいて、ご当地食材を活用した地産地消
メニューの開発や農産物の直売などを展開していますが、
今回は、新型コロナの影響を受けている生産者の応援企
画として、一般道からも立ち寄ることの出来る宝塚北
SAのイベントスペースを会場として開催しました。

今回販売された20品目以上の農産物の多くは、兵庫県の認
証食品として認証されたもので、細長い葉の黒キャベツ、淡
路産の葉玉ねぎ、豊岡市のネギ人生産組合が開発した白ねぎ
の新ブランド「TAJIMAネギマッチョ」など、スーパーでは
見かけない珍しい野菜もたくさんあり、飼養環境や飼料にこ
だわった卵は品切れになるほどでした。

また、3月20～21日には、
花木の生産地として名高い
宝塚市にぴったりのFlowerイベントも同時開催され、生花展
示、花のある生活提案のほか、県内の生産者が育てた種苗な
どが販売されました。

今年の桜の開花は、１月に冷え込みがあり、その後天気に恵まれたこともあり平年より早いと予
想されています。この稿を書いている時点で平年より１２日早く３月１６日に京都で開花したとの
ニュースが飛び込んできました。神戸市の今年の満開予想は３月３０日だそうです。桜といえば花
見ですが、自粛が求められていますので、今年は花を愛でるだけになりそうです。（H.T）

３月５日（金）県立氷上高等学校において、同校の「就業
（農）講座」と「丹波農業グランプリ」が開催されました。

今年は「農業の６次産業化」をテーマに、丹波市内の農
業者をはじめ、同校の教職員・生徒、行政等、約50名が
出席し、コロナ禍のため会場の模様を各教室にリモート配
信されました。

日頃の学習の深化を図る事などを目的とした就業（農）講座では、
同校生徒から丹波市の農業の実態について報告があり、また、丹波農業グランプリでは、
同校農業クラブが、生産者を審査し「夢の農業賞」を選定しました。

県立氷上高等学校の学生が、学習の成果を発表！

なお、グランプリにスイーツ製造に取り組む (株)芦田ポートリーが選定されました。

～ 就業（農）講座 ・丹波農業グランプリ にて ～


